
成人式開催�
女性は色とりどりの美しい振り袖�
男性は渋めのスーツを身にまとい�
大人への第一歩を踏み出した�

ふと自分自身の足元も見ていました�

飯田市の人口（1/1現在）■人口＝106,515人（前月比－66）男51,110人女55,405人  ■世帯＝35,488戸（前月比－27）�
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●木質バイオマスを利用する�
●財政改革取り組み状況報告��

発行・編集：飯田市役所企画部秘書広報課／〒３９５-８５０１ 長野県飯田市大久保町２５３４ TEL.０２６５（２２）４５１１  FAX.０２６５（５３）４５１１�
テレホンガイドいいだ TEL.（２２）９５５５●インターネット http://www.city.iida.nagano.jp/



●市役所龍江支所�

県道米川飯田線�

ふるさと農道�

龍江小学校●�

飯田市森林組合木材再生工場�

至　下久堅��

このように自然と調和した木質バイオエネルギー、そしてペレ
ット。新しい時代のエネルギーという面ばかりでなく、地域木
材の用途拡大、林業の活性化、製材端材、建築端材、
剪定木等の適正処理など、様々な可能性をもっています。
飯田市では、この「木質ペレット」に注目し、民間事業者
と共同による製造施設の設置を計画・支援しています。�

ペレット工場を飯田に�

ペレットストーブ�

ペレットを燃料にしたストーブです。�
日本ではあまり馴染みがありませんが、ヨーロッパでは古くか
ら広く使われてきました。�
機種により多少異なりますが、ＦＦ（外気導入）式石油ファ
ンヒーターの燃料を、ペレットに置き換えたようなしくみです。
ペレットはタンクから自動的に供給され、設定温度で自動運
転するようになっています。�
現在国内で販売さているのは、輸入品が主流ですが、安
価な国産品も今後流通すると思われます。�

ペレットと灯油�

　ペレットは現在岩手県から運んできているので運賃がかさみ、灯油と比較すると残念ながら割
高になっています。しかし、工場渡しでは約20円～40円/㎏程度と、本来は安価な暖房です。�
　ほかにも、暖炉のように炎を眺める楽しみや、手を汚さないペレットの便利さ、高齢者にも扱い
やすい暖房であることなど、ならではの魅力があります。�

ペレットストーブ�

Ｆ Ｆ 式 �
石油ファンヒーター�

暖房能力�
�
�

60畳�

ストーブの値段�
�

平均40万円�
�

平均30万円�

平均最大発熱量�

�
1.5㎏�
�
２　�

燃料単価�

約80円/㎏�
（運賃込）�

約45円/　�

耐用年数�

50年�

15年�

市役所で運転中�
市役所本庁１階ロビーに設置して、毎日運転し
ています。ぜひ実物をご覧ください。�

飯田市森林組合木材再生工場�
飯田市森林組合では、木質系廃棄物の有効利用
を進めるため、破砕処理施設を設置しました。持
ち込まれた木は、細かく砕き、伊那市の堆肥化処
理業者に引き渡します。ここで土壌改良材や、緑
化材に加工され、有効利用されます。�

これまで剪定枝などの草木類の処分は、桐林クリ
ーンセンターで受け入れていました。しかしこの施
設稼働に伴い、草木類を大量に（軽トラック1杯
位以上）処分するときは、この再生工場へ持ち込
んでください。ごみ減量・再資源化にご協力をお
願いします。�

剪定枝などはここへ�
受入日　毎週月曜日午前９時～午後４時�
　　　　毎週木曜日午後１時～午後４時�
料　金　軽トラック半載で1500円、1杯２000円～�
　　　　量、内容によって異なります。�
受入品目�
　枝葉、丸太、新築住宅の端材�
　長さは４ｍまで。�
　住宅解体の古材、竹は受け入れできません。�
利用方法　�
　事前に飯田市森林組合（伊賀良上殿岡）でチケット
　を購入し、持ち込んでください。�
問合せ　飯田市森林組合　1（25）2000　�

■問合せ　林務課　1（22）4511　内線3531

2回破砕し、きめの細かいチップにします�

スウェーデン製ペレットストーブ� カナダ製ペレットストーブ�

処理後の木材チップ�

約120円�

約90円�

１時間あたりの�
燃料代�

１時間あたりの�
燃料消費量�

10,000�
　キロカロリー�
15,000�

　キロカロリー�



木を燃料にした�
ストーブ�

利用�

植林�

吸収�

成長�

循環する�
二酸化炭素�CO2

地下に貯蔵された�
二酸化炭素を大気中に放出�

石油を使った場合・・・�

CO2
CO2

石油�
ストーブ�

木質バイオマス�
を利用する�

自然がつくり出す植物や動物などの「生物由来の資源」
を示す言葉です。地球温暖化防止に向けて、二酸化
炭素削減の具体的な取り組みが必要な今、この「バイ
オマス」の積極的な利用が、一つの有効な対策として
注目されています。�

バイオマスとは、�

なぜ？�
たとえば、燃料として木を
燃やせば、二酸化炭素を放
出しますが、もともと木が
大気中の二酸化炭素を吸収
していたものを、再び大気
中に戻すことに他なりませ
ん。光合成による植物の再
生産が続く限り、二酸化炭
素は循環し、大気中の量の
増減はありません。�

どうやって�
農業、水産、畜産、などバイオマスに関わる産業から出る廃棄物は、
なかなか有効に活用されてきませんでした。バイオマスのエネルギ
ー利用（バイオエネルギー）を考えたとき、未利用木材を原料にし
た、木質バイオエネルギーは、まさに廃棄物の削減と循環型社会
構築に向け有効な、古くて新しいエネルギーなのです。�

木質バイオエネルギーの利用には、薪をストーブの燃料にすることも
有効です。しかし、樹種や含水率に左右され、すべての人が簡単
に扱うわけにはいきません。�
そこで間伐材や製材端材、剪定枝、樹皮などを破砕し、直径４～
12ミリ、長さ５～40ミリの円筒形に圧力で成形した「ペレット」が生
まれたのです。�
ペレットは、貯蔵しやすく、液体のように扱いも楽です。�

ペレット�

ほかにも�
ペレットとして燃料に利用する以外にも、木材をチップ状に細かく
粉砕して、道路や公園などの法面の緑化材や、堆肥化して農
地や果樹園へ有機肥料として現在利用されています。�
また、将来はチップを発酵させてアルコールを製造することも考え
られています。�



経
費
の�

削
減�
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職員給�
単位：億円�

平成8年度　9年度　10年度　11年度　12年度　13年度�
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職員数�
単位：人�

（普通会計決算統計資料より）�

市
で
は
、
平
成
８
年
度
の
決
算
で
財
政

の
状
況
を
示
す
数
値
が
悪
化
し
て
き
た
こ

と
、
さ
ら
に
借
入
金
（
地
方
債
）
の
残
高

が
大
き
く
増
え
て
き
た
こ
と
に
危
機
感
を

持
ち
、
平
成
９
年
度
に
「
財
政
改
革
に
関

す
る
基
本
方
針
」
を
策
定
し
ま
し
た
。�

こ
れ
は
、
平
成
10
年
度
か
ら
15
年
度
を

ひ
と
つ
の
目
標
期
間
と
し
な
が
ら
、
基
本

構
想
で
め
ざ
す
都
市
像
を
実
現
し
、
さ

ら
に
長
く
将
来
に
わ
た
っ
て
飯
田
市
の

健
全
な
発
展
を
維
持
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。�

市
民
の
皆
さ
ん
と
痛
み
を
分
か
ち
合

い
、
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
状
況
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。�

○
財
政
改
革
期
間
中
に
、
財
政
規
模
を
平
成
８
年
度
決

　
算
額
の
10
％
減
に
抑
制
す
る�

　
平
成
13
年
度
決
算
で
は
基
金
の
繰
入
れ
を

行
わ
な
い
決
算
と
な
り
ま
し
た
が
、
財
政
規
模

の
目
標
は
達
成
し
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
景

気
の
低
迷
か
ら
、
国
の
経
済
対
策
と
連
携
し
、

ま
た
市
民
の
皆
さ
ん
の
様
々
な
要
望
に
応
え
る

た
め
、
施
策
を
取
捨
選
択
し
な
が
ら
実
施
し
て

き
た
た
め
で
す
。
今
後
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て

実
施
し
て
き
た
天
竜
川
治
水
対
策
事
業
が
完
了

し
た
こ
と
、
さ
ら
な
る
歳
出
の
削
減
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
財
政
規
模
を
削
減
し
て
い
き
ま
す
。�

　
こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
歳
出
と
歳

入
の
両
面
か
ら
次
の
よ
う
な
対
策
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。�

平成８年度の一般会計決算額�

　　　　　　44,769,822千円�

平成13年度の一般会計決算額�

　　　　　　42,154,838千円�

差額　　　△  2,614,984千円�

○
人
件
費
総
額
を
抑
制
し
、
人
件
費
と

　
物
件
費
の
合
計
額
を
平
成
８
年
度
水

　
準
以
下
に
す
る�

○
補
助
金
及
び
負
担
金
の
総
点
検
に
よ
る
削
減�

○
平
成
12
年
度
ま
で
に
、
基
金
の
繰
り
入
れ
を
行
わ
ず

　
に
収
支
の
均
衡
が
保
て
る
財
政
規
模
と
す
る�

　
補
助
金
及
び
負
担
金
に
つ
い
て

は
ゼ
ロ
か
ら
出
発
し
、
一
件
ご
と

の
検
討
を
加
え
、
行
政
上
真
に
必

要
な
も
の
を
積
み
上
げ
、
少
額
な

補
助
金
は
廃
止
し
て
き
ま
し
た
。�

　
主
に
各
年
度
の
予
算
編
成
時
に

補
助
金
等
の
見
直
し
を
行
い
、
今

ま
で
に
件
数
で
76
件
、
金
額
で
１
、

１
４
２
万
円
の
削
減
を
実
施
し
ま

し
た
。�

　
事
務
を
見
直
す
こ
と
に
よ
り
、

民
営
化
・
委
託
化
の
で
き
る
も
の

は
推
進
し
、
職
員
給
与
を
見
直
す

こ
と
に
よ
り
、
人
件
費
総
額
を
抑

制
し
て
い
ま
す
。�

　
平
成
８
年
度
と
比
較
し
て
職
員

数
を
65
人
減
ら
し
ま
し
た
。�

　
そ
の
結
果
歳
出
総
額
に
占
め
る

職
員
給
の
割
合
は
、
平
成
13
年

度
決
算
で
９
・
９
％
、
県
下
17

市
の
中
で
は
14
位
と
い
う
低
い

率
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
一
方
、
歳
出
の
中
に
占
め
る
、

委
託
料
や
事
務
費
な
ど
の
経
費
を

物
件
費
と
い
い
ま
す
。
人
件
費
と

物
件
費
の
合
計
を
極
力
抑
え
、
建

設
事
業
な
ど
の
投
資
的
な
経
費
に

回
せ
る
よ
う
努
力
し
て
き
ま
し
た
。�

�
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借 入 額 �

一般会計�
起債残高�

平成8年度　9年度　10年度　11年度　12年度　13年度�

単位：�
　億円�

単位：�
　億円�

遊休財産�
の処分�

　
適
正
な
受
益
者
負
担
の
立
場
か
ら
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
も
使
用
料
・
手
数
料

の
見
直
し
に
よ
り
協
力
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。�

　
主
に
上
下
水
道
料
金
は
、
３
年
ご
と

の
見
直
し
を
原
則
と
し
て
お
り
、
下
水

道
受
益
者
負
担
金
も
改
定
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。�

　
さ
ら
に
、
一
般
廃
棄
物
処
理
手
数
料

も
有
料
化
（
ご
み
の
有
料
化
）
し
て
き

ま
し
た
。�

　
以
上
財
政
改
革
に
つ
い
て
、
現
在
ま
で
の

取
り
組
み
の
状
況
を
お
示
し
し
ま
し
た
が
、

平
成
９
年
度
に
想
定
し
て
い
た
ほ
ど
収
入

の
状
況
は
好
転
し
て
い
ま
せ
ん
。�

　
借
入
金
で
あ
る
地
方
債
の
残
高
も
、
上

下
水
道
等
を
積
極
的
に
整
備
し
て
い
る
た

め
、
こ
れ
ら
の
特
別
会
計
を
含
め
た
残
高

は
、
平
成
13
年
度
末
で
一
千
億
円
を
超

え
て
き
て
い
ま
す
。�

　
景
気
の
低
迷
が
続
き
、
市
税
の
増
収
も

期
待
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
地

方
交
付
税
に
つ
い
て
も
、
大
き
な
制
度
改

正
に
よ
る
減
額
が
予
想
さ
れ
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
を
ふ
ま
え
、
市

で
は
新
た
に
「
行
財
政
改
革
大
綱
」
を
定

め
、
改
革
期
間
を
平
成
17
年
度
ま
で
延

ば
し
、
更
な
る
改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。�

�

　
こ
の
「
行
財
政
改
革
大
綱
」
に
基
づ

き
財
政
改
革
を
一
層
推
進
す
る
た
め
、

次
の
二
つ
の
数
値
目
標
を
掲
げ
ま
し
た
。�

�

●
一
般
会
計
の
財
政
規
模
は
三
百
八
十
億

　
円
以
内
と
し
、
基
金
の
繰
り
入
れ
は
最

　
小
限
と
す
る
。�

●
起
債
制
限
比
率（
※
）に
つ
い
て
は
13
％

　
台
前
半
を
堅
持
す
る
。�

�

　
い
ず
れ
も
厳
し
い
目
標
値
で
す
が
、
達

成
に
向
け
最
大
限
の
努
力
を
し
て
ま
い
り

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。�

○
使
用
料
・
手
数
料
の
見
直
し�

○
起
債
額
を
改
革
期
間
中

　
年
平
均
35
億
円
程
度
に

　
抑
制
す
る�

　
公
共
事
業
を
実
施
す
る
た
め
の

借
入
金
の
こ
と
を
地
方
債
と
い
い

ま
す
。
新
た
に
地
方
債
を
借
り
入

れ
る
「
起
債
」
は
、
建
設
さ
れ
た

施
設
を
利
用
す
る
後
世
代
の
皆
さ

ん
に
も
公
平
に
負
担
を
し
て
い
た

だ
く
と
い
う
面
で
は
、
必
要
な
も

の
で
す
。�

　
し
か
し
起
債
残
高
が
増
え
れ
ば

将
来
の
負
担
が
増
え
る
た
め
、
市

で
は
段
階
的
に
こ
の
起
債
を
大
き

く
減
ら
し
て
き
ま
し
た
。�

　
施
設
の
統
廃
合
な
ど
に
よ
っ
て
生
じ

た
遊
休
財
産
の
処
分
を
積
極
的
に
進
め

て
い
ま
す
。�

○
整
理
可
能
な
遊
休
財
産
の�

　
処
分
を
進
め
る�

※起債制限比率　その自治体における標準の財政規模に占める�
　　　　　　　　地方債償還金の割合　現在飯田市は13.3％�

10年度　　50,133,000円�
11年度　　62,912,000円�
12年度　　82,350,000円�
13年度　　47,196,000円�

合計　　　242,591,000円�

■問合せ　財政課　1（22）4511　内線2231

更なる改革に向けて�

起
債
額�

の�抑
制� 66億�

6百万円�

52億9千�
8百万円�

37億1千�
5百万円�

36億2千�
8百万円�

30億�
9百万円�

32億1千�
5百万円�

427億�
1600万円�

450億�
9100万円�

458億�
4200万円�

460億�
6100万円�

452億�
2600万円� 447億�

2600万円�



　1月11日、中央図書館で開催しまし

た。小学生から高齢な方まで、予定人

員を大幅に越える40人が参加。�

　講師の竹内恵子さんの指導で、ま

ずは基本の羊の折り方を学びます。充

分折り方を覚えたところで、自分流の

羊に挑戦です。大きな角、太った羊な

どなど、どれもかわいらしい、色も形も

様々な羊の群が出来上がりました。�

　1月5日、1,500人が参加して開催。文

化会館前での観閲式に続き、大ホール

で式典を挙行。各種表彰や退団者感

謝状贈呈などを行いました。�

　そして激しく雪が降りしきる中、市中

パレードでは、消防団員らが堂々と行

進。りんご並木三連蔵前に集結すると、

マトイを振り、応用操法を披露しました。

凍てつく寒さでしたが、新年の防災に向

ける熱い想いが、集まった市民に伝わっ

てきました。�

防火都市の誓い新たに�

思い思いの�
ひつじがいっぱい�

消防出初式�

干支の折り紙教室�



　1月12日、市内14会場で開催しまし

た。今年の成人該当者は、男性715人

女性720人の合計1,435人。�

　公民館ごとに組織された実行委員会

により、地域の特色を生かしたさまざまな

式典が繰り広げられました。�

　会場によっては恩師の姿も見られ、再

会を喜び、近況報告や思い出話、そして

将来の話に花が咲いていました。�

　天竜川治水対策事業が今年度で完成し、天竜峡エ

コバレープロジェクトも具現化の時期を迎えました。これ

まで各課で対応してきましたが、1月から市役所３階に事

務所を設置し、事業の推進を図ります。�

　1月11～12日、りんご庁舎会議室で第１回目を開き

ました。安藤正人氏を講師に迎え、「21世紀の地域

創造とアーカイブス（文書館）の役割」をテーマに40

人が受講。6時間にわたる専門講義でした。�

歴史学学術講座�

飯田アカデミア開講�
天竜峡エコバレー推進室設置�

窓口を一元化�

飯田市成人式�

大人への仲間入り�



　
最
近
の
ど
の
不
調
を
訴
え
る

方
が
増
え
て
い
ま
す
。
の
ど
に
異

物
感
が
あ
る
、
あ
る
い
は
引
っ
か

か
る
感
じ
が
す
る
、
痛
み
が
続
い

て
い
る
等
々
で
す
。
こ
れ
ら
の
症

状
が
何
ヶ
月
、
何
年
も
続
い
て
い

る
方
も
い
ま
す
。
診
察
の
結
果
、

咽
頭
炎
、
食
道
炎
、
が
ん
な
ど
が

見
つ
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、

何
の
病
気
も
無
い
場
合
が
圧
倒

的
に
多
い
で
す
。
こ
れ
ら
を
称
し

て
咽
喉
頭
異
常
感
症
と
言
い
ま

す
。�

　
の
ど
の
粘
膜
は
非
常
に
敏
感

な
場
所
で
す
。
咽
喉
頭
異
常
感

症
の
方
は
、
が
ん
に
対
す
る
不
安

か
ら
常
に
意
識
が
の
ど
に
集
中

し
、
不
調
を
感
じ
て
し
ま
う
、
と

考
え
ら
れ
ま
す
。�

　
の
ど
の
が
ん
に
は
、
喉
頭
が
ん

と
咽
頭
が
ん
が
あ
り
ま
す
。
喉

頭
が
ん
は
喫
煙
者
に
非
常
に
多

く
、
声
を
出
す
声
帯
周
辺
に
で

き
る
が
ん
で
す
。
喉
頭
が
ん
で
一

番
多
い
症
状
は
嗄
れ
声
で
す
。
こ

の
た
め
早
期
に
発
見
で
き
る
傾

向
に
あ
り
、
早
期
の
場
合
、
放
射

線
治
療
で
治
る
可
能
性
が
高
い

で
す
。
で
き
た
場
所
に
よ
っ
て
は

症
状
が
出
に
く
く
、
発
見
が
遅

れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
こ
の

場
合
は
手
術
で
声
帯
周
辺
の
切

除
が
必
要
で
す
。�

　
咽
頭
が
ん
は
の
ど
の
突
き
当
た

り
か
ら
食
道
の
入
り
口
ま
で
に
で

き
る
が
ん
で
す
。
痛
み
、
血
痰
、

食
事
が
の
ど
を
通
り
に
く
い
、
誤

嚥
す
る
と
い
う
よ
う
な
症
状
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
が
ん
の
場
合
、

発
見
さ
れ
た
と
き
に
は
進
行
し

て
い
る
場
合
が
多
く
、
手
術
的
治

療
と
放
射
線
治
療
を
組
み
合
わ

せ
て
治
療
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ど
ち
ら
の
が
ん
の
場
合
も
耳

鼻
咽
喉
科
の
診
察
で
見
つ
け
る
こ

と
が
可
能
で
す
。
こ
れ
ら
の
症
状

が
あ
る
方
は
受
診
さ
れ
た
ら
い
か

が
で
し
ょ
う
。�

　
た
だ
し
咽
喉
頭
異
常
感
症
と

診
断
さ
れ
た
場
合
は
、
症
状
を

気
に
し
な
い
こ
と
が
肝
要
で
す
。�

市立病院  耳鼻咽喉科�

鈴木俊哉  医師�

咽
喉
頭
が
ん
　
咽
喉
頭
異
常
感
症�

現
代
版�

現
代
版�

�

�

　市の基本健康診査の結果を見ると、生活習慣

病予備軍が年々増えています。これは食生活の

変化も関係していると考えられます。�

　今年度基本検診の際、「運動と食事のおたずね」

を座光寺、山本、伊賀良、鼎、上郷地区で行い、

計2,621人から食生活のようすをお聞きしま

した。その結果、�

○乳製品、大豆製品、野菜果物、芋類が不足気

　味。（果物は検診の時期による）油脂類、嗜

　好品（菓子・アルコールなど）の摂りすぎ。�

○脂肪エネルギー比（※）が年々増加。特に

　39歳以下に目立っています。�

○推定塩分摂取量は13.2グラム。ここ数年横

　ばいですが、まだまだ摂りすぎの傾向です。�

�

�

�

�

●自分にあった食事量を知り、主食・主菜・副

　菜のそろった食事をする。�

●食塩摂取量を減らす。�

など心がけ、生活習慣病を予防しましょう。�

食事調査のまとめから�

生活習慣病予防のために�

※１日に摂取する総エネルギー中、脂肪から摂取するエネ�
　ルギーの割合�■問合せ　保健課　保健指導係　内線5516

牛乳�

し
ゃ
が�

ご�

え
ん�



ぼくの夢�
三矢憲幸  さん（竜丘小6年）　�

　長野県栄養士会飯下支部�

　私たちの会は、現在190人です。病院、学校、保育園、福祉施
設、地域活動、行政の職場でそれぞれ活動しています。�
　主な活動として、会員の資質向上を目的とする研修会を開催して
います。今年度は、会員の研究発表と、「働き盛りの女性のメンタ
ルヘルス」についての講習会を予定しています。�
　また委託事業として、「幼児期における食生活講習会」と「親子
ヘルシークッキング講座」があります。この2つの事業は、幼児から
青年期まで一貫した食教育の充実を目的としています。健康によい
食習慣及び生活習慣の形成を図るため、米を主食として地域色や
季節感豊かな食材を上手に組み合わせて食事ができるよう、幼稚

園や保育所の先生と保護者、小
学生とその保護者に対して講習会
を行っています。�
　このほかにも、各支部独自で肥
満、糖尿病、高血圧など、生活習
慣病予防のための食生活のあり
方と具体的な実践方法について、
普及啓発を行っています。�

― 連絡先　山田千歳　1（22）8288

太陽は暗い夜をこえて�

　長かった土台の年を終え、私たちは
大人と呼ばれる20歳になった。今まで
積み上げてきたものがこれから形とな
っていくスタートの年だと思う。�
　これから築かれるものは一人ひとり
違うものだろうけれど、努力と挑戦は
みんな同じ。�
　５年後、10年後、今までの自分をふ
り返った時、きっと満足していて、そ
の時の自分を見つめた時、想い描いた
自分になってる。そして未来の自分に
進もうとした時は、もっと上の自分に
なるようにって考えていたい。�
　夢や理想が大きければ大きいほど、
悩みや、迷いは私たちに降りかかるけ
ど、ひるむことなく進んで行きたい。
その降りかかる悩みや迷いを、悪い方

に考えず、未来へつながるものに考え
られるよう、強くありたい。�
　学生を終えても私たちは、一生学ぶ
ことを忘れることなく、いくつになっ
ても夢を抱いていたい。�
　身の回りだけじゃなく、地球規模で
自分の存在を示し、今の世の中の暗さ
を明るくするくらい、がんばっていけ
たらいいです。�

山本地区成人者　小池美香 さん�

日ごろ感じていること、市政に対するご意見・ご質問、�
「広報いいだ」の感想など、広報広聴係までお寄せください。�

�

やま　だ　ち　とせ�

みつ や�のりゆき�

こ　いけ　み　か�



農
振
除
外
の
申
し
出�

締
切
に
つ
い
て�

献
血
運
動
の
紹
介
と�

献
血
出
張
所
の
開
設�

　
農
振
除
外
（
農
業
振
興
地
域

農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
）
の

現
基
準
申
し
出
受
付
の
締
切
を

３
月
３１
日
ま
で
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。�

　
例
年
申
し
出
締
切
は
年
２
回
、

６
月
末
と
１２
月
末
に
行
っ
て
い

ま
す
が
、
４
月
１
日
か
ら
審
査

基
準
を
改
正
す
る
こ
と
に
伴
い
、

締
切
日
を
変
更
し
ま
す
。�

▼
審
査
基
準
の
主
な
改
正
内
容
�

○
千
g
以
上
の
除
外
申
し
出
は
、

　
関
係
機
関
と
の
事
前
協
議
を

　
行
い
ま
す
。�

○
「
除
外
相
当
と
さ
れ
る
土
地
」

　
か
ら
、「
中
心
集
落
の
整
備

　
に
伴
っ
て
拡
張
の
対
象
と
な

　
る
土
地
の
区
域
」
と
「
道
路

　
線
市
街
地
と
し
て
開
発
が
進

　
み
つ
つ
あ
る
土
地
の
区
域
」

　
は
除
か
れ
ま
す
。�

○
貸
施
設
（
貸
家
・
ア
パ
ー
ト
・

　
貸
事
務
所
・
貸
駐
車
場
等
）

　
の
た
め
の
除
外
は
で
き
ま
せ
ん
。�

▼
問
合
せ
　
農
政
課
　
農
政
係
�

　
内
線
３
５
１
５
�

　
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を

い
た
だ
け
る
よ
う
、
献
血
運
動

を
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
会
場

で
は
献
血
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。�

▼
期
間
�

　
２
月
１５
日
g
〜
１７
日
b
�

▼
場
所
　
ジ
ャ
ス
コ
飯
田
店
�

　
１
階
催
事
場
�

▼
問
合
せ
　
飯
田
保
健
所
�

　
環
境
衛
生
課
�

　
1（
５
３
）
０
４
４
５
�

農
業
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム�

い
い
だ
2
0
0
3

▼
テ
ー
マ
　
地
元
で
暮
ら
す
�

　〝
農
村
の
豊
か
な
暮
ら
し
〞
�

▼
日
時
　
２
月
７
日
f
�

　
午
後
１
時
〜
４
時
�

▼
場
所
�

　
鼎
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
�

▼
内
容
�

○
第
２９
回
農
業
祭
農
家
表
彰
式
�

○
農
業
・
農
村
を
テ
ー
マ
に
し

　
た
演
劇
�

○
下
伊
那
農
業
高
校
生
研
究
発

　
表
「
伝
統
あ
る
市
田
柿
を
広

　
め
よ
う
」�

○
講
演
会
�

・
講
師
　
結
城
登
美
雄
氏
（
民

　
俗
研
究
家
）�

・
演
題
　
わ
が
地
元
学
�

▼
入
場
料
　
無
料
�

▼
問
合
せ
　
農
政
課
　
農
政
係
�

　
内
線
３
５
１
５
�

飯
田
勤
労
者
共
済
会
に�

加
入
し
ま
せ
ん
か�

　
7
飯
田
勤
労
者
共
済
会
で
は
、

中
小
企
業
に
働
く
事
業
主
と
従

業
員
の
福
利
厚
生
を
行
っ
て
い

ま
す
。�

▼
主
な
事
業
内
容
�

○
共
済
給
付
事
業
　
お
祝
い
金
、

　
死
亡
弔
慰
金
、
傷
病
見
舞
金
、

　
住
宅
災
害
見
舞
金
な
ど
�

○
余
暇
活
動
事
業
　
バ
ス
旅
行
、

　
観
劇
・
鑑
賞
コ
ン
サ
ー
ト
チ

　
ケ
ッ
ト
補
助
な
ど
�

○
健
康
維
持
増
進
事
業
�

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
ボ
ウ

　
リ
ン
グ
大
会
、
ゴ
ル
フ
コ
ン

　
ペ
な
ど
�

▼
特
典
�

　
共
済
会
指
定
割
引
契
約
店
、

　
全
国
の
契
約
レ
ジ
ャ
ー
施
設
、

　
契
約
ホ
テ
ル
な
ど
で
割
引
が

　
受
け
ら
れ
ま
す
。�

▼
入
会
金
・
会
費
�

　
入
会
金
２
０
０
円
（
入
会
月
）�

　
会
費
　
３
０
０
円
（
月
額
）�

　
負
担
金
３
０
０
円
（
年
１
回
）�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
7
飯
田
勤
労
者
共
済
会
�

　
1（
５
２
）
６
５
６
６
�

所
得
税
の
確
定
申
告�

第
１５
回
ア
フ
ィ
ニ
ス
夏
の�

音
楽
祭
企
画
委
員
募
集�

　
毎
年
８
月
に
開
催
し
て
お
り

ま
す
、
ア
フ
ィ
ニ
ス
夏
の
音
楽

祭
の
企
画
委
員
を
募
集
し
ま
す
。�

　
企
画
委
員
は
広
報
部
会
、
歓

迎
行
事
部
会
、
演
奏
部
会
の
い

ず
れ
か
を
担
当
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。�

▼
申
込
方
法
　
電
話
か
Ｅ
メ
ー

　
ル
に
て
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

　
電
話
番
号
・
希
望
す
る
部
会

　
名
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。�

▼
申
込
締
切
　
２
月
２８
日
f
�

▼
申
込
先
・
問
合
せ
�

　
飯
田
文
化
会
館
内　
�

　
事
業
係
�

　
1（
２
３
）
３
５
５
２
�

　
Ｅ
メ
ー
ル
�

    ibunka@
city.iida.nagano.jp

　
平
成
１４
年
分
の
所
得
税
の
確

定
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。�

▼
相
談
・
受
付
期
間
�

　
２
月
１７
日
b
〜
３
月
１７
日
b
�

※
還
付
申
告
は
１
月
か
ら
受
付

　
し
て
い
ま
す
�

▼
場
所
�

　
飯
田
税
務
署
（
高
羽
町
）�

▼
閉
庁
日
　
土
・
日
・
祝
日
�

※
申
告
書
は
郵
送
ま
た
は
税
務

　
署
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
時

　
間
外
収
受
箱
に
投
函
す
る
こ

　
と
も
で
き
ま
す
。
期
限
内
申

　
告
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
　
飯
田
税
務
署
�

　
1（
２
２
）
１
１
６
５
�
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〒395-8501　飯田市大久保町2534　飯田市役所�
産業経済部農政課　農振審議委員募集係　内線3517

◆任期等�
　委任の日から概ね2年、�
　規定による委員手当・旅費を支給します。��
◆募集人員　3人��
◆応募方法�
　下記テーマについて、意見・提言などを800字以内に
　まとめ、履歴書を添付し提出してください。�
　テーマ　「農業・農村の振興のために�
　　　　　　　　　　　飯田市がなすべきこと」��
◆募集人員　2月28日　まで（当日消印有効）��
◆選考方法�
　選考委員会において、意見・提言の内容等を勘案して
　選考します。選考結果は3月中旬に通知します。�

◆応募資格�
　次のいずれにも該当する方�
　○市の農業・農村問題に関心のある方�
　○平日に開催する会議に出席できる方�
　（年4回程度）�
　○平成15年4月1日現在、20歳以上の方�
　○平成15年1月1日現在、飯田市に居住�
　　している方��
※公共団体の議員、常勤の公務員、土地に�
　関係する職を専業とする方は、原則とし�
　て委員になることはできません。��

市民の皆さんの考えを反映し、合意に基づ
いた整備事業を推進するため、飯田市農業
振興地域整備推進審議会委員を募集します。�
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2月2日（日）　13：30～　上段の芝生広場�
　ダンボールなど滑るものを持ってきてください（悪天・積雪中止）�

2月9日（日）　13：00～　体験工房前�
　参加費 おいも代100円　（悪天中止）�

2月16日（日）　13：30～　かざこしなかまの館�

2月23日（日）　13：30～　かざこしなかまの館�

※公園の広場では、凧
揚げや芝滑りができま
す。雪が積もったらそ
り滑りや雪だるまも作
れます。また、かざこし
仲間の館は暖房が入っ
ているので、室内での
いろいろな遊びができ
ます。�

■申込・問合せ　かざこし子どもの森公園事務局　1（59）8080　ＦＡＸ（59）8079

1月13日（月）に行われた焼きいも大会。天候にも恵まれ暖かな春陽

よりの中、午後１時に焼きいも大会は始まりました。みんなで「子ども

の森公園」にある落ち葉を集め、おいしく焼けるように願いながらさ

つまいもを入れました。待つこと

１時間程度。不安と期待を胸に落

ち葉の中からおいもを掘りだし

開けてみると・・・。おいしそうな

においとともにアツアツの焼き

いもが。子どもたちは、おいしい

焼きいもと「感動と発見」に出会

えた思い出に残る1日となった

でしょう。�

できたよ、おいしい焼きいもが！�
1月 12日（日）、丸山町主催による「どん

ど焼き」が早朝６時 30分からおしぼら池の
広場で行われました。�
火をつけると勢いよく燃えだし、「どんど

焼き」の始まりです。
池に映る炎がなんとも
幻想的でした。�
しばらくして、火の

勢いがおさまると恒例
のもち焼きが始まりま
した。みんな、今年 1
年の無病息災を祈願し
ておいしく頂けたと思
います。�

おもちを焼いたよ！どんど焼き�

2月のアクティビティ（活動）予定�

芝 す べ り 大 会 �

かざこし焼き芋大会�

伊那谷ことばカルタ�

紙 飛 行 機 大 会 �

★民間団体連携講座「Medic First Aid」�
小児用救急救命急護法　国際資格取得講座�
　万が一の場合の対処の仕方を楽しく、かつ実質的に学んでみま
　せんか。特別な対応・スキルが求められる小児用（0歳～8歳）の
　プログラムです。�

●主　催　NPO法人グリーンウッド自然体験教育センター�
●日　時　3月  2日（日）　10時～18時�
●受講費　4,000円（テキスト代）�
●講　師　辻英之（EMPJapan公認インストラクター）�
●申込先　NPO法人グリーンウッド自然体験教育センター�
　　　　　10260(25)2861　FAX0260(25)2850�
　　　　　Eメール　collage@greenwood.or.jp

■2月15日（土）　9:00～11:00�
　　　　　　　　　「大気汚染を調べよう１」�

■2月16日（日）　13:00～16:00�
　　　　　 天竜川入門「地形と洪水」※フィールド巡検あり�

■2月22日（土）　9:00～11:00　　「大気汚染を調べよう2」�

■3月 1日（土）　9:00～11:00　　「目覚める虫たち」�

■3月 8日（土）　9:00～11:00　　「かわらんべ講座報告会」�

■3月14日（金）　18:30～20:30　天竜川入門「生物」�

●12月14日（土）�

「クリスマスリースを作ろう」�
葛のつる、ソヨゴの実など水辺の学校にある

自然の材料を使って、クリスマスリースを作

りました。出来上がったリースはどれも豪華で、

クリスマスの時は

みんなのムードも

さらに盛り上がっ

たのではないでし

ょうか。�

●12月7日（土）�

「柳に彫る2」�
信州に伝わる農民芸術の

体験講座です。2回目だっ

たので彫刻刀やナイフで

の作業も慣れ、思い通りの

形の人形を作ったり、幾つ

もの作品を作る子もいま

した。子どもの発想には先

生もびっくりでした。�

2月からの講座�

●12月22日（土）�

「おやす・しめ縄作り」�
伝統的お正月飾りを作りました。参加した

子どもたちにとっては、おやすを作るより、

わらを綯えてしめ縄を作ることが一番難し

かったようです。協力員の方の助けをかりて、

おやす、しめ

縄、松、掻垂

を合わせて

お正月の飾

りができま

した。�

天竜川総合学習館�
■申込・問合せ　天竜川総合学習館かわらんべ　
　　　　　　　 1（27）6115　FAX（27）6125

これまでの講座から�
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第40回飯田市公民館大会�
　第40回を迎えた今回の公民館大会は、市外各地域からさまざまな地域づくりの実践者を迎えて、

これからの地域づくりに果たす公民館活動の姿を参加者同士、話し合うことを目的に開催します。

多くの皆様のご参加をお待ちしています。�

　　　　12:15　受付　　　　　　　　　　13:15　映像が語る、飯田市公民館の歩み�
　　　　12:45　開会　　　　　　　　　　　　　  大会基調提案�
　　    　　　　 市長挨拶　　　　　　　　13:45　意見発表�

　        　　　　社会教育功労者表彰他　　15:30　分科会（17:00閉会）�

　「公民館環境学習グループから環境NPOの活動へ」�
　　　　　　伊東静一さん（NPO法人自然環境アカデミー理事、福生市社会教育職員）�
　「子育て学習から地域づくりへ」�
　　　　　　梅原直子さん（貝塚子育てネットワーク、こころの子育てネットワーク関西）�
　「市民の作るまちづくり新聞」�
　　　　　　新治徹さん（元読売新聞大阪本社編集委員、舞鶴市まちづくり新聞編集委員）�
　「魅力ある分館活動の秘訣」�
　　　　　　手塚英男さん（元松本市なんなん広場館長、松本大学非常勤講師）�

　第1「環境と共生した豊かな地域づくりを考える」�
　　発表者：伊東静一さん�
　　　　　　伊澤宏爾さん（NPOふるさと南信州緑の基金理事長、松尾在住）�
　第2「子育てと地域ネットワーク」�
　　発表者：梅原直子さん�
　　　　　　松村由美子さん（子育てネットワークトライアングル代表、丸山在住）�
　第3「広報活動と地域づくりを考える」�
　　発表者：新治徹さん�
　　　　　　新井優さん（松尾公民館広報委員長、松尾まちづくり委員会）�
　第4「魅力ある分館活動をすすめる秘訣を考える」�
　　発表者：松嶋孝明さん（千代下村分館長）�
　　　　　　久保田広さん（伊賀良三日市場分館主事） �
　　助言者：手塚英男さん�

＊どなたでも参加できます。なお、参加を希望される方で、公民館役員の皆さんは各地区公民館まで、その
　ほかの皆さんは飯田市公民館へお申し込みください。�
　（担当：木下　1 （22）1132　FAX （22）1022　Eメール ic1267@city.iida.nagano.jp）�
　また、公民館大会の内容など詳しくお知りになりたい方は、�
　http://www.city.iida.nagano.jp/shiko/までアクセスください。�
＊部屋割りの関係がありますので、申し込みの際に参加希望の分科会をお知らせください。�
＊参加費は無料です。託児を希望される方は、事前の申し込みが必要です。（１人につき300円の託児料）�

問合せ　飯田市公民館　1（22）1132
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い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ�

2
0
0
3
実
行
委
員
募
集�

　
８
月
７
日
e
〜
１０
日
a
に
開

催
す
る
、
い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ
ス

タ
に
向
け
て
、
企
画
・
運
営
を
行

う
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。�

▼
申
込
方
法
�

　
電
話
か
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
、
住

　
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

　
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。�

▼
申
込
締
切
　
２
月
１４
日
f
�

▼
申
込
先
・
問
合
せ
�

　
飯
田
文
化
会
館
内
�

　
い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
実

　
行
委
員
会
�

　
1（
２
３
）
３
５
５
２
�

　
Ｅ
メ
ー
ル
�

　ibunka@
city.iida.nagano.jp

体
育
指
導
委
員
募
集�

　
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
関
わ

り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ス
ポ
ー

ツ
に
関
す
る
相
談
に
の
っ
た
り
、

助
言
を
し
て
い
た
だ
く
、
体
育

指
導
委
員
を
募
集
し
ま
す
。�

　
特
に
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
の
推
進
や
、
平
日
昼
間

の
活
動
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て

く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。�

▼
募
集
人
数
　
８
人
�

▼
応
募
資
格
　
市
内
に
住
所
を

　
有
す
る
１８
歳
以
上
の
方
�

▼
任
期
�

　
平
成
１５
年
４
月
１
日
〜
�

　
平
成
１７
年
３
月
３１
日
�

▼
報
酬
　
市
の
規
定
に
よ
り
支

　
給
さ
れ
ま
す
。�

▼
選
考
方
法
�

　
書
類
選
考
・
面
談
�

▼
応
募
方
法
　
専
用
の
応
募
書

　
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

▼
応
募
締
切
　
２
月
２１
日
f
�

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

　
だ
さ
い
�

▼
提
出
先
・
問
合
せ
�

　
〒
３
９
５
―
０
０
０
２
�

　
飯
田
市
上
郷
飯
沼
３
１
４
５
�

　
教
育
委
員
会
　
ス
ポ
ー
ツ
課
�

　
1（
２
１
）
３
０
０
１
�

市
町
村
合
併
を�

考
え
る
講
演
会�

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
市
町
村
合

併
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
市
町
村
合
併

を
考
え
る
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。
ど
な
た
で
も
無
料
で
参
加

で
き
ま
す
。�

　
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
飯
田
市

の
将
来
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。�

▼
日
時
�

　
２
月
１２
日
d
�

　
午
後
７
時
〜
９
時
�

▼
場
所
�

　
鼎
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
�

▼
講
師
　
佐
々
木
信
夫
氏
�

　（
中
央
大
学
経
済
学
部
教
授
、

　
著
作
「
市
町
村
合
併
」「
自
治

　
体
政
策
学
入
門
」「
分
権
時

　
代
を
問
う
」
他
多
数
）�

▼
演
題
　
地
域
の
自
立
と
市
町

　
村
合
併
（
仮
題
）�

▼
問
合
せ
�

　
議
会
事
務
局
庶
務
係
�

　
内
線
２
６
１
３
�

　
企
画
課
企
画
調
整
係
�

　
内
線
２
２
２
１
�

　
上
郷
考
古
博
物
館
で
は
、
考

古
学
を
易
し
く
学
べ
る
考
古
学

基
礎
講
座
を
開
き
ま
す
。
今
回

は
石
器
に
つ
い
て
、
資
料
を
手

に
し
て
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。�

▼
日
時
�

　
１
回
目
　
２
月
１５
日
g
�

　
２
回
目
　
２
月
２２
日
g
�

　
い
ず
れ
も
午
前
１０
時
〜
正
午
�

▼
場
所
�

　
上
郷
考
古
博
物
館
会
議
室
�

▼
内
容
�

　
１
回
目
�

　
石
器
の
種
類
に
つ
い
て
�

　
２
回
目
�

　
弥
生
時
代
の
石
器
に
つ
い
て
�

▼
講
師
�

　
学
芸
員
　
山
下
誠
一
�

▼
聴
講
料
　
無
料
�

▼
問
合
せ
　
上
郷
考
古
博
物
館
�

　
1（
５
３
）
３
７
５
５
�

高
齢
者
対
象
の
教
室�

考
古
学
基
礎
講
座�

　
４
月
か
ら
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。
飯
田
市
内
に
居
住
さ

れ
て
い
る
、
お
お
む
ね
６０
歳
以

上
の
方
で
し
た
ら
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。�

　
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
詳
細
下
表
。�

▼
申
込
方
法
�

　
２
月
１７
日
b
ま
で
に
電
話
で

　
申
込
み
く
だ
さ
い
。�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
介
護
高
齢
課
　
高
齢
者
係
�

　
内
線
５
３
８
２
�

2月の納税�

税目�

納期�

固定資産税（4期）�

国民健康保険税（2月分）�

�

2月28日（金）�

税金は納期限までに�
納 め ま し ょ う �

動物園の�
休園日�

■問合せ　動物園�
22-0416

2月 3日b◆10日b�
◆12日d◆17日b�
◆24日b　　　　�
3月 3日b◆10日b

教 室 �開催日� 時 間 � 場 所 � 備 考 �受講料�

書 道 �第1・3金曜日�

第2・4火曜日�

第1・3水曜日�

第2・3水曜日�

毎月 1回�

第1・3土曜日�

午後1時30分～3時�

午後1時30分～3時30分�

午後1時30分～3時30分�

午前1 0時～正午�

午前10時～午後3時�

午前1 0時～正午�

上郷老人福祉センター�

上郷老人福祉センター�

さ ん と ぴ あ 飯 田 �

さ ん と ぴ あ 飯 田 �

飯 田 文 化 会 館 �

飯 田 文 化 会 館 �

シルバーコーラス�

ハイカラ三味線�

ビ デ オ カ メ ラ �

飯田市老人カルタ会�

ハイカラビクス�

月額�
1,000円�

月額�
1,000円�

月額�
1,500円�

月額�
1,000円�

月額�
600円�

年会費1,000円�
マイクロバス運行�

マイクロバス運行�
月額�
1,500円�
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●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�

第8回　市民のつどい�

と�

ひと� ひと�

21世紀の私・家族・地域のあり方�

3月9日（日）�●　飯田文化会館�

9：30 10：00

10：20

12：00

13：00

13：30

15：20

開　会・表彰式�受　付�

フリートーキング�

昼食交流会�

アトラクション�

講演会�

閉　会�

昼食付き参加券　500円�昼食との引き替え時間11：30～13：00

ふれあい市場　9：30～14：00

コーディネーター　馬場　よし子　さん�

飯田市スポーツ少年団　カラーガード隊�

講師　辛　淑玉氏�

長野県男女共同参画センター館長�

色とりどりのフラッグなどをもちパレードの先頭で活躍�

■問合せ　男女共同参画課　1（22）4511　内線5351

●手話通訳、要約筆記あり。�
●託児を希望される方は、
　事前にお申し込みくださ
い。�
●参加券はどの時間から入

「変わる勇気、変える勇気」�演題�

11：50 男女共同参画計画の発表�

市民の皆さんのご意見
ご相談をいつでもお受
けします。�

市長の留守番電話�

相談は無料、秘密は厳守お気軽にご相談ください�各種相談所�
場　所�相談名� 日　時� 問合せ先� 場　所�相談名� 日　時� 問合せ先�

心配ご
と相 談 �

法 律 相 談 �
（現在係争中のものは除く）�

結 婚 相 談 �

行 政 相 談 �

交 通 相 談 �

教 育 相 談 �

か け こ み�
教 育 相 談 �

家庭児童相談�
（電話でも可）�

電 話 乳 幼 児 �
育 児 相 談 �

子 育 て 相 談 �

痴 ほう 相 談 �

悩 み ご と�

婦人相談員
の専門相談�

法 律 相 談 �
（予約制電話にて）�

障害者並びに�
ご家族の相談�

特別�

一般�

毎週火曜日�
１３:００～１５:００�
受付１５:００まで�
２月７日（金）�
２月21日（金）�
１３：３０～１５：３０�
２月１４日（金）�
１３:００～１７:００�

２月８日（土）�
２月１８日（火）�
２月２８日（金）�
１３:３０～１６:３０�
受付１５:００まで�

ボランティア�
相 談 �

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

２月４日（火）�
１３:００～１６:００�

２月４日（火）�
１３:３０～１６:００�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

毎週木曜日�
９:００～１１:３０�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�
毎週土曜日�
９:００～１４:００�

毎週月～土曜日�
９：００～１７：４５�

毎週月～金曜日�
９：００～１７:００�

２月１２日（水）�
１３：３０～１７：0０� 男女共同参画課�

内線５３５１�

児童課 内線５３４７�

りんご庁舎３階�
男女共同参画

２月１８日（火）�
１３：３０～１６：３０�

さんとぴあ飯田�
（福祉会館・東栄町）�
�
※法律相談は
予約制、電話で
申し込んでくだ
さい。�

※結婚相談は
本人の相談を
原則とします。
写真１枚必要
です。�

りんご庁舎３Ｆ�

教 育 委 員 会 �
（上郷庁舎２階）�

飯 田 市 �
福 祉 事 務 所 �

飯 田 市 �
福 祉 事 務 所 �

専 用 電 話 �

飯田中央保育園�
（地域子育支援センター）�

市保健センター�
※予約制（市役所隣）�

さんとぴあ飯田�
（福祉会館１Ｆ・東栄町）�

社 会 福 祉 �
協 議 会 �
1５３-３１８０�

庶 務 課 �
内線  ２１１１�

毎週月～金曜日�
９：００～１７：００�

教 育 委 員 会 �
1５３-４５４５�
専用電話�
1５３-８７３０�
FAX５３-８７３０�

家庭児童相談室�
1２２-４５１１内線５３４４�

1５２-０６３３�

飯田中央保育園�
1２２-４１３３�

保 健 課 �
内線  ５５１４�

ハーネット・いいだ
1５６-４４７４�

交通防災課1２２-４５１１内線２４３５�
電話相談、予約制にて個別面談可�

女
性
の
た
め
の
相
談�

男女が共に自分らしく生きられる社会を。�
男女が互いに人権を尊重しつつ責任も分かち合い、それぞれの能力を発揮できる社会のあり方が、男女

共同参画社会の実現につながるでしょう。�
現在、「飯田市男女共同参画計画」を、多くの市民の皆さんから意見を寄せていただき、策定しています。

当日皆さんにお示しする予定ですが、この計画は新たな飯田市の「男女共同参画社会」の実現に一歩踏み出
すものと考えます。厳しい時代の流れの中、「私・家族・地域のあり方」を見つめ直し、「男女共同参画社会」と
は何かを考える中で、真の豊かさ、自分らしさをいっしょに探ってみませんか。楽しい、充実した一日にな
るよう実行委員一同、皆様方の参加をお待ちしています。�

人材育成コンサルタント。1959年東京生まれ。�
人材育成会社㈱香科舎設立。人材育成の取り組み後「辛淑玉人材育成

技術研究所」を開講。「人材育成・女性・人権」に関する研修・講習を全国各
地で行っている。�
　またコリアンとして、女性として、事業家として、タレントとして、さ
まざまな体験をもち活躍されている。辛淑玉さんの迫力あるお話は、多
くの皆さんに大好評。�

しん� す　ご�



春休み人形劇まつり�春休み人形劇まつり�

●
美
術
博
物
館
�

1（
2
2
）8
1
1
8

美
博
だ
よ
り�
文
化
ガ
イ
ド�

●
飯
田
文
化
会
館
�

1（
2
3
）3
5
5
2

チケット　1,200円（3歳未満は無料）�
　　　　　飯田文化会館他で発売予定�
�
☆いいだ人形劇フェスタ2002のワッペン着用者は入
　場時に100円のキャッシュバックがあります。�

桜丸の蚊母樹�
（さくらまるのいすのき）�

追手町2丁目678　県飯田合同庁舎裏　�
飯田市指定文化財（天然記念物）�
旧飯田城桜丸に残された珍樹。葉から寄生した羽虫が�
飛び立つことから、名が付いたとも言われる。�

第３回 現代の創造展 

展示期間� 3月4日（火）～3月23日（日）

―飯伊の作家による―�

※会議室棟の使用について�
3月4日　まで改修工事のため、会議室棟の使用がで

きません。ご理解、ご協力をお願いいたします。�

3月23日　　10：30～14：30（予定）�
飯田人形劇場・飯田文化会館�

出演劇団�

○人形劇団ちんどん（愛知県）�
　「たんげおじさんのわんぱく劇場」�
○ジョウズグループ（東京都）�
　「ジャンピング・ラビット」�
○わにこ（静岡県）�
　「赤ずきんちゃん」�
○人形劇団なみ（富山県）�
　「3びきのこぶた・ではない」�
�
人形劇の上演のほかにも、いろんなお楽しみコーナ

ーを計画中です。ご家族そろってお楽しみください。�

　飯田下伊那地区在住者、もしくは出身者で現在制作活動を行っ
ている作家による展覧会です。�
　21世紀の開幕展として、平成 12年度に第１回展を開催しました。
第１回、２回展を鑑賞された方からは「作品が厳選されていて感動し
た。大作揃いでよい企画展であった。」等々感想をいただき好評で
した。一方、展示壁面の制約から出品者が限られることへの要望も
あり、第３回展では新人の発掘へも意を注ぎ、関係諸機関からも後
援をいただいて開催いたします。�
　出品作品は一人一点。飯伊地方
での未発表作品で、日本画・洋画は
50 号以上 150 号以内。 版画・彫
刻・工芸・書はそれぞれに準ずるとし
ております。ぜびご覧ください。また、
飯伊における美術振興のため、ご感
想、ご批評をお寄せください。�

●開館時間 午前9時半～午後5時（入館は4時半まで）�

●休 館 日 毎週月曜日（祝日の場合は翌日）�

●観 覧 料 一般310円（210円）、高校生200円（150円）、�

 小中学生100円（80円）　※（ ）内は20人以上の団体�


